第１０回東アジア国際シンポジウム

御　　案　　内
北朝鮮核問題の解決をめざす「６カ国協議」で、朝鮮半島をめぐる国際関係の改善に大きな期待がかけられています。北朝鮮の核問題は日本の安全と平和を守る上で重要な外交課題であり、｢歴史清算｣問題、「拉致」問題と合わせ日朝国交正常化交渉の進展が望まれます。

今回の第１０回東アジア国際シンポジウムは、冷戦時代の後遺症が今なお残存している朝鮮半島の対決構造を溶解し、交流と協力、平和を定着させることが北東アジアの平和と安定につながるとの認識の下、日本、韓国、朝鮮、中国、ロシア、米国など6カ国の専門家、学者、ジャーナリストが一堂に集い、未来に向けた共存・繁栄する北東アジア共同体を構築していくことを目指すものです。

この有意義なシンポジウムに、多くの皆様の参加を歓迎し、傍聴席を設けますので、ぜひお越しください。会場は100名定員ですので事前にお申し込み下さい。
テーマ　　朝鮮半島の平和体制と北東アジアの地域協力
日　時
200７年11月2４日（土）　午前9時30分～午後5時
会　場   東京日比谷・日本プレスセンター１０F（日比谷図書館真向い）
主　催   東アジア総合研究所

共　催   桜美林大学北東アジア総合研究所
参加国  日本、韓国、朝鮮、中国、ロシア、米国
後　援   東芝国際交流財団、北東アジア研究交流ネットワーク
協　賛   SKテレコム、POSCOジャパン、眞露ジャパンなど
＝＝＝＝＝　参　加　申　込　書　＝＝＝＝
参加費    当日4000円（予約3000円）（パネリスト論文集、カタログ代を含む）
懇親会費  当日6000円(予約5000円)　日比谷プレスセンター９Fレストラン
シンポジウム・懇親会参加予約ご希望の方は東アジア総合研究所

まで御連絡ください。
TEL    ０３-５２６９‐８２６０
FAX　０３-３５７８-８２８８　
シンポジウム参加(　　)不参加(　　)懇親会参加（　　）不参加（　　）
お名前(ふりがな)　              所属団体　　　　　　　  　 　　　　
連絡先住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号　
　　　　　　　FAX　

　E-mail　　　  　　　　　　　　

お申し込みをいただいた方には、追って詳細をご連絡差し上げます。
第10回東アジア国際シンポジウム2007

プログラム
テーマ『朝鮮半島の平和体制と北東アジアの地域協力
午前の部
９時３０分　受付
１０時　　　　主催者挨拶  金森久雄（東アジア総合研究所会長）
　　　　　　　主催者挨拶　渡辺利夫（東アジア総合研究所理事長、拓殖大学学長）
共催者挨拶　大越　孝（桜美林大学副学長)

　　　　　　　来賓挨拶　　名女川文比古（東芝国際交流財団専務理事）　　
１０時１５分　主題講演　
米国　　ケネス･キノネス（元国務省朝鮮担当官）
　　　　　　「ワシントンの対北‘包容’政策―ブッシュ大統
領の新ドクトリン」
韓国　　金　泳鎬（元産業資源部長官）　
　　　　「韓半島平和問題と北東アジア地域協力体制の構築」　
日本　　谷口　誠（岩手県立大学学長）
　　　　「『東アジア共同体』と北東アジアの地域協力」　
１１時１５分
セッション１　テーマ『北東アジア地域協力と未来設計図―物流を中心に』
コーディネーター　日本　　塩谷隆英（前総合開発研究機構NIRA理事長）
パネリスト　　　　日本　　川西重忠（桜美林大学北東アジア総合研究所所長）
　　　　　　　　　　　　　「北東アジア地域協力における日本の対中協力」
韓国　　安　忠栄（前韓国対外経済政策研究院院長）
　　　　　　　　　　　　　「北東アジア物流協力と南北経済共同体構想」
      　　　　　　朝鮮　　文　浩一　(一橋大学経済研究所 ＣＥＯ研究員)

　　　　　　　　　　　　　「朝鮮の実利主義経済改革と対外経済協力」
１２時～１３時　　昼食
午後の部　　　　　
１３時～１４時　　セッション１　続開
　　　　中国　　凌　星光（中国社会科学院世界経済研究所研究員）
　　　　　　　　　　　　　「中国東北振興と交通インフラ政策」　
　　　　 　　　   ロシア　ヤロスラフ・Y・セメニヒン（極東海洋研究所所長）
　　　　　　　　　　　　　「ロシアの北東アジア輸送網統合への参画」　
日本　　三橋郁夫（環日本海経済研究所特別研究員）
　　　　　　　　　　　　　「北東アジア交流発展方策と日本海横断国際フェリー事業」　　
２時～２時１５分　コーヒーブレーク
２時１５分～４時１５分
セッション2　テーマ『朝鮮半島の平和体制と北東アジア安保体制』
コーディネーター　日本　　渡辺利夫（拓殖大学学長）
　　　　　　　　　　　　　姜　英之　(東アジア総合研究所所長)

パネリスト　　 　 米国　　ヤン・C・キム(ジョージワシントン大学名誉教授)

　　　　　　　　　　    　「北朝鮮の核―米国政府のシナリオと日本政府の政策に関するオプション」
　　　　 　　　　 朝鮮　　康　熙奉（朝鮮社会科学院研究員）
　　　　　　　　　　　　　「朝鮮の非核化政策と平和体制の構築」　　　　　　　　　
中国　  高　敬洙（延辺大学朝鮮問題研究所所長）
　　　　　　　　　　　　　「朝鮮半島平和体制と中朝同盟関係の変容」
　　　　  　　　　韓国　  金　錬鐵（高麗大学アジア問題研究所教授）
　　　　　　　　　　　　　「韓国の太陽政策―2007年南北首脳会談の評価を中心に」
　　　　  　　　　ロシア　アレクサンダー･Ａ. ボロンツォフ（ロシア科学アカデミー朝鮮研究部長）
　　　　 　　　　　　　　　「朝鮮半島の平和に対するロシアの立場と北東アジアの共同繁栄」
日本　　小此木政夫（慶応大学教授）
　　　　　　　　　　「北朝鮮核問題と日本の外交課題」
４時１５分～４時４５分
総合討論　　　　　　 　
日本　　平川　均 （名古屋大学教授）
中国　　林　長春 （東アジア総合研究所延辺事務所長）
韓国　　李　鍾元 （立教大学教授）
韓国　　崔　海淑　(韓日経済人文化財団推進委員長)

４時４５分～５時
『2００７東京宣言』採択
閉会辞　　姜　英之（東アジア総合研究所所長）
5時３０分～7時　記念パーティ(日本プレスセンター９Fレストラン)
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